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洪大容の科学知識と社会思想






































                                                          
1 金元行の「監司洪公墓碣銘」によれば、洪大容の祖父の龍祚は辛壬士禍のとき、穏城に流さ
れており、その出自が老論家系であることは間違いない。  


















































































（ 35両× 2斗5升＝ 87斗5升）にすぎない。 





術曰、列銭三五於上格為実、列米二五於下格為法。以法之諸位乗実之頭   
位、中格得数為七十五斗。乃去経乗、法退一位、与実余位相照。又以法   






  夏至日距地心遠一千六百六十四万四千二百里。問冬至日距地心遠幾何。 
  答曰、千六百零五万八千一百四十八里弱。 
  術曰、最高定率10179208為一率、夏至日距地心遠為二率、最卑定率 





















                                                          
6 論者の推定によれば、「最高定率」と「最卑定率」は『暦象考成』に則っており、  
 最高定率1017,9208 
  ＝太陽本天半径1000,0000+太陽本輪半径26,8812-太陽均輪半径8,9604 
 最卑定率982,0792 

















































sin30゜ ,sin45゜ ,sin60゜ ,sin18゜ ,sin36゜ ,sin12゜の値をもとめている。三要法
とは， 
(1) sin2cos2 1 






























8  三角八線とは、正弦 sin、余弦 cos、正切 tan、余切 cot、正割 sec、余割 cosec、正矢 vers、





    日距甲斜遠＝2地半径 sin1 2
2

































































































































12 閔泳珪「十七世紀 李朝学人의 地動説―金錫文의 易学二十四図解―」（『東方学志』第十六
輯、1975）や小川晴久「地転［動］説から宇宙無限論へ―金錫文と洪大容の世界―」（『東
京女子大学論集』第三〇巻、1980）を参照。  













































































                                                          
14 朴星来も「洪大容『湛軒書』의 西洋科学 발견」において、「엄격하게 말하자면 그의 독창적 
주장은 거의 없었다고 생각할 수 있다」とのべている（『震壇学報』79, 1995）。  
15 朴星来は前掲論文（注12）において、「洪大容은 한국 역사상 최초의 서양과학 발견자로 









































































































































































































  ・価値相対主義的な社会思想に洪大容を誘ったのは中国の知識人との血の 
通った交流であるが、理論的にささえたのは東アジアに新たにもたらされ
た西欧の科学知識である。 
・ だが洪大容は西欧科学の真摯な研究者であり、時代に先んじたところもあ
るが、その知識レベルは科学者の域に達したものではない。 
とまとめることができる。 
 優れた科学思想家は思想が優れているからといって、つねに優れた科学者である
とはかぎらない。当然の命題であるが、洪大容の思想をあつかう際にはそのことを
忘れてはならないであろう。 
